
 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ インターネットとは 
        
          コンピュータとコンピュータを接続して情報の共有やデータのやりとりができるよう

にした仕組みをコンピュータネットワークといいます。さらにコンピュータネットワー

ク同士で，お互いに情報をやりとりできるように世界的規模で結んだ巨大なコンピュー

タネットワークをインターネットといいます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 インターネットは，1969 年にアメリカ国防総省高等研究計画局（ARPA）によって導
入された ARPANET（Advanced Research Project Agency Network）を起源としてお
り，一部の接続が不良になっても，それ以外の部分は問題がなく働き続けるコンピュー

タ通信ネットワークを実現したのがはじまりです。その後，約 20 年間は政府や大学，研

究者などが利用できる通信システムとして存在してきました。 
          1990 年代に入り，インターネットが商利用にも解放されると，企業のみならず，一般

家庭からもインターネットに接続したいというニーズが発生し，個人や会社，学校など

を対象に低料金でインターネットに接続するサービスを行うプロバイダが続々登場する

ようになり，誰でもインターネットに参加することができる世界規模のネットワークへ

と発展してきました。最近は，パソコン以外の携帯電話などの情報機器からもインター

ネットに接続できるようになり，そのことにより利用者が増えるのみでなく，インター

ネットの新たな可能性が広がってきています。 

ネットワークの基礎と運用 

ネットワーク ネットワーク 

ネットワーク 

ネットワーク 

ネットワーク 
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１.１ インターネットで利用できる代表的なサービス 
電子メール：メールソフトを利用して世界中の誰とでも，手軽にすばやくメッセージの交 

換ができます。 

ＷＷＷ：情報を誰もが見られるように，Webページと呼ばれる文字・画像・音声などか 
ら構成される情報システムのことで，閲覧にはWWWブラウザを利用します。 

電子掲示板（ＢＢＳ）：インターネット上の電子掲示板です。 

ＦＴＰ：ファイルを受け取ったり送ったりするための手順で，ネットワークをとおして離

れたところにあるコンピュータ間でファイルの送受信ができます。 

 

２ 学校教育とインターネット 
高度情報通信ネットワーク社会が進展していく中で，子どもたちが，コンピュータや

インターネットを活用し，情報社会に主体的に対応できる「情報活用能力」を育成する

ことは非常に重要です。こうした情報活用能力の一層の充実を図るために，教育課程で

は，小・中・高と各学校段階を通じて，各教科等や「総合的な学習の時間」においてコ

ンピュータやインターネットの積極的な活用を図るとともに，中・高等学校において，

情報に関する教科・内容を必修としています。 
（文部科学省のホームページ http://www.mext.go.jp/ 情報化への対応より） 

これに伴い，本県においては高速のインターネットの接続，校内 LANの構築，コン
ピュータ機器が整備され，平成 14 年度には，全ての県立学校がＩＴ教育センターに接続

され，また全ての県立学校教職員にメールアカウントが配布され活用されています。 

 

情報の受発信 

インターネットの世界は，お互いの持つ情報や知識を提供しあい「共有」することによ

って成り立っています。情報を収集するだけでなく，積極的に学校の情報を発信していく

ことが大切です。日本中あるいは世界中の学校がお互いの学校の情報や学習を公開するこ

とによって，より開かれた学校づくりへとつながります。 

共同学習 

離れた学校同士が協力し合って一つのテーマで資料収集や観察などを行い，それをネッ

トワーク上で交換し合う共同学習が効果的に進められています。インターネットの特性を

生かして，地域や環境，文化の違いを超えた学習ができます。 

国際交流 

インターネットの特性を利用して，世界中のさまざまなＷｅｂページの情報を収集し学

習に活用できます。電子メールなどの活用により，海外の子どもたちと交流を行うなどの

事例もあります。 

遠隔授業 

インターネットを活用したテレビ会議システムを通して，遠く離れた地域の人材を活用

し，遠隔授業を行うことができます。離島沖縄でもへき地教育の充実のために実践されて

います。 

教師の活用 

インターネット上には，文部科学省の行政情報をはじめ，全国の大学や教育関係機関な

どから教育・教材情報が発信されています。豊かな教育実践を行うためにさまざまな教育

素材の検索や，教師同士が情報交換しあうなど，上手な情報収集能力が求められます。 

Ｗｅｂページ 

インターネット上

で情報が蓄積され

ているページのこ

と。ホームページ

と呼ばれることも

あるが，もともと

は一つのまとまっ

た最初のページを

ホームページとい

う。 
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３ Webページの閲覧 
３．１ URL指定でWebページの閲覧 

WWW は，インターネット上にある Web ページを閲覧するサービスです。世界中の
Web ページは，クモの巣のように関連づけられています。この関連づけをリンク（ハイ
ーパーリンク）といい，Webページから関連する別のWebページへとたどることでさま
ざまなWebページを次々と表示して情報を見ること（ネットサーフィン）ができます。 
ユーザは，世界中の WWW サーバで公開されている情報を，それぞれの情報ごとに，そ

の所在を表す住所 URL（アドレス）を指定することで，目的の情報が得られます。 
Webページを閲覧するためには，ブラウザと呼ばれるソフトウェアが必要です。ブラウ 
ザにはいろいろな種類がありますが，基本的な機能はほとんど同じです。 
ここでは，Microsoft Internet Explorerを例に説明します。 
 

ＵＲＬの構成 

 http：//www.open.ed.jp/index.html 
   ①             ②          ③ 

① プロトコル：情報を取り出すための通信方式 
② ドメイン名：情報が収められているコンピュータ（サーバ）名 
③ ファイル名：情報が収められているファイル名 

 

 ドメイン名（組織区分）例    ドメイン名（国名）例 

  ed 教育機関（学校）      jp 日本 

ac 大学・研究機関       kr 韓国 

  co 企業            fr フランス 

 

① Microsoft Internet Explorerを起動すします。 
② アドレスバーのボックスをクリックし，入力されている文字を削除します。 

③ 目的のWebページの URL「http://www.open.ed.jp/」を入力します。 
④ 「Enter」キーを押下すると，目的のWebページが表示されます。 
   

 

ＷＷＷ 

World Wide Web
（ワールド・ワイ

ド・ウェブ） 

ＩＴ教育センター

の総合案内のペー

ジ 

 

http://www.open.

ed.jp/ 

ＵＲＬ 

Uniform Resource 
Locator 
(ユニフォーム リ

ソース ロケータ)

の略。アドレスとも

いう。 
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      ⑤ 青色で下線が引かれている文字を（マウスポインタが手の形に変化したときに） 

  クリックすると，別のページに切り替わります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

  

⑥ ⑤の操作を繰り返し，目的の情報を探します。 
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３．２ Internet Explorer ツールバーの機能 

 

① 戻る       ： １つ前に表示したページに戻る。 
② 進む       ： １つ先のページに進む。 
③ 更新       ： 表示がうまくいかないとき，再びページを読み込ませる。 
④ 中止       ： Webページの読み込みを中止する。 
⑤ 検索       ： Web上の情報をキーワードで検索する。 
⑥ お気に入りセンター： 登録しているお気に入りのサイト，過去に閲覧した Web

ページの履歴を表示する。 
⑦ お気に入りに追加 ： ホームとして登録されているページを表示させる。 

          ⑧ ホーム      ： ホームとして登録されているページを表示させる。 
          ⑨ 印刷       ： 表示されているWebページを印刷する。 
 

３．３ 検索エンジンの種類 

インターネット上で公開されている膨大な情報の中から，目的の情報を検索するサービ 
スとして検索エンジンがあります。 
よく使われる検索エンジンとして，下記のものがあります。 

 
 

 
 
 
 

３．４ キーワード検索 

Googleにアクセスし，キーワード検索を行います。 
① アドレスバーに「http://www.google.co.jp/」と入力します。 
② 「Enter」キーを押下すると，Googleのトップページが表示されます。 

 

Google(グーグル)      http://www.google.co.jp 
Yahoo!JAPAN(ヤフージャパン)  http://www.yahoo.co.jp 
goo(グー)         http://www.goo.ne.jp 
きっず goo      http://kids.goo.ne.jp/ 
Yahoo! きっず     http://kids.yahoo.co.jp/ 
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③ キーワードを入れるボックスの中をクリックし，調べたいキーワードを入力します。 

 

 

 

 

④ 「Enter」キーを押下すると，検索結果が表示されます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教材の検索結果 約 5,090,000 件中 1_10 件目 

 

⑤ 検索結果を絞り込みたい場合は次のようにします。 

キーワードを入れるボックスの中をクリックし，２つ目のキーワードを入力します。 

（このとき，キーワードとキーワードの間に空白を入れます。） 

 

 

 

⑥ 「Enter」キーを押下すると，検索結果が表示されます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教材 国語の検索結果 約288,000 件中1_10件目 
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⑦ 探している情報が掲載されていると思われる項目をクリックすると，Web ページが 
表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

複数のキーワードによる検索（例） 

 

３．５ Webページの印刷 
① メニューバーの［ファイル(F)］→［印刷プレビュー（V）］で確認します。 
② メニューバーの［ファイル(F)］→［印刷（P）］で印刷します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３．６ 検索した情報の保存 

メニューバーの［ファイル(F)］→［名前を付けて保存（A）］をクリックし，ファイル 
名をつけて保存します。 
 
                           
 
 
 
 

 

 

 

 

    

「教材」と「国語」の情報をともに含むWebページが検索されます 

インターネットのWebページ全体 

教材 国語 
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３．７ 検索した情報（画像）の保存 

  写真・イラストなどの画像データだけを保存した

い場合は，保存したい情報にポインタを重ね，右ク

リック→「名前を付けて画像を保存（S）」をクリッ
クし，ファイル名をつけて保存します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．８ 検索した情報（テキスト）を文書ファイルに貼り付ける 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ Microsoft Wordに切り替えます。 
 

④ Word上のコピーした文字列を貼り付けたい場所を左クリックして，メニューバーの 
［編集(E)］→［貼り付け（P）］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② メニューバーの

［編集(E)］→［コピ
ー（C）］をクリック
します。 

① マウスでコピーし

たい範囲を左ドラッ

グして選択します。 
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 ⑤ Webページ上のテキストが文書ファイルに貼り付けられます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 インターネットで収集した情報は，保存しておくと便利です。保存した情報を自分だけ 

で見るだけなら問題ありませんが，その情報を他人に渡したり文書にまとめて発表したり 

する場合は，著作権を侵害するおそれがあります。他の人が作ったデータを使用する場合 

は，許諾を得るのが原則で，部分的に引用する際には出典を明示しておく必要があります。 

 

 

３．９ インターネットで教材を検索 

http://www.open.ed.jp/ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「教育情報共有システム」をクリックすると以下の画面になります。 

  ユーザ IDとパスワードを入力し，ログインします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＩＴ教育総合案内 

(ＩＴ教育センタ

ー) 

 

教育情報共有シス

テム 

教育用コンテンツ

の普及，共有の充

実を推進していま

す。登録されたデ

ィジタルコンテン

ツを基本的に閲覧

できるようになっ

ていますが，一部

については著作者

の意向により県内

各学校に配布され

たユーザIDとパス

ワードがないと閲

覧できないものも

あります。これら

を利用するために

は，IT 教育センタ

ーが各学校に割り

当てたユーザIDと

パスワードでログ

インする必要があ

ります。 
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http://oecc.open.ed.jp/ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

４ 電子メールで情報交換 
          電子メールとは，ネットワーク上で特定の相手に文書やファイルを送るための手段で，Ｅ

-mailともいいます。電子メールは便利なツールですが，最近，メールを介して感染するコ
ンピュータウィルスが蔓延しており，多くの大切なデータや情報を扱う教育現場においても

しっかりとしたセキュリティ対策をとることが重要になっています。電子メールの送受信に

は，メーラーというソフトウェアを使用します。色々あるメーラーの中でもより安全に活用

できるメールソフトを選択して使用することもセキュリティを考える上で大切な要素にな

ってきており，そのことを考慮してＩＴ教育センターでは Thunderbird （サンダーバード）
を推奨しています。そこで，ここでは Thunderbirdを例にメーラーの使い方を示します。 

 

４．１ 電子メールの利点 

 １ 相手のメールボックスに到着するまでの時間が短いので，遠隔地の相手でも連

絡や議論を効率よく進めることができます。 

 ２ 文字に限らず，画像，音声，プログラムなどを添付して送ることができます。 

 ３ 受信した相手は，自分の都合の良い時間に読むことができます。 

 ４ 受信した相手は，電子メールの内容をディジタルデータとして活用できます。 

 ５ 利用が増えてもコストはほとんど変わりません。 
 

 

沖縄県教育コンテ

ンツ活用推進協議

会 

 

これまでに教育情

報共有システムに

登録された教材の

活用の実践事例が

蓄積されていま

す。 
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４．２ 電子メールアドレスのしくみ 

  電子メールアドレスは，ユーザ名とドメイン名の２つの部分に分かれています。ユーザ名
は自由につけることができますが，ドメイン名は一定の約束ごとに基づいてつけられ，世

界に一つしか存在しません。世界に一つしかないドメイン名とドメインの中に一つしかな

いユーザ名の組み合わせで，世界に一つしかない電子メールアドレスが決められています。 

電子メールアドレスの例 

        taro＠open.ed.jp 
             ユーザ名        ドメイン名 

ユーザ名 （個人別に用意されたメールボックスの名前） 

ドメイン名（電子メールを管理している組織の名前） 

                    注：上記のアドレスは例であり，実在するアドレスではありません。 
 

４．３ 電子メールを送る時の留意点 

１ 内容を簡潔に表した件名をつけましょう。 

２ 本文は短い文章で伝えられるように要点をまとめましょう。 

３ 相手の文を引用するときは必要な部分のみを引用します。 

４ 文字化けを起こすことがあるので，半角カナや機種依存文字などを使用しない

ようにしましょう。 

５ チェーンメールを送信したり転送したりしません。 

６ あまり大きな容量のファイルを添付しないようにしましょう。 

 
５ Thunderbirdの利用 
５．１ Thunderbirdとは 
  Thunderbird は「サンダーバード」と読み，だれでも無料で使用することができるメ
ールソフトです。迷惑メールフィルタ機能，フィッシング詐欺の防止機能を搭載する等の

特徴があり，ＩＴ教育センターとして，使用者が特定されたパソコンで利用するメールソ

フトとして推奨しています。Thunderbirdのバージョンが上がった場合自動アップデート
機能によりアップデートを実行することができます。 
  共有するパソコンでは，Webメール又は，WebMailを御利用ください。 

 

５．２ ダウンロードとインストール，起動 
 Mozilla Japan内のThunderbirdのダウンロードページhttp://mozilla.jp/thunderbird/ 
から Thunderbirdをダウンロードします。 
 
 
 
 
 
 
 

ここをクリック 



ICT教育研修テキスト 

 

① 「無料ダウンロード」をクリックし，適当なフォル

ダを選択し保存します。 
② 保存したフォルダに下記ファイルが保存されている

事を確認し，ダブルクリックして実行します。 
③ 「実行」→「次へ」→「使用許諾に同意する」→「標準」→「次へ」

→「次へ」→「完了」とクリックしインストールします。 
④ 「スタート」→「すべてのプログラム（P）」→「Mozilla Thunderbird」
→「Mozilla Thunderbird」とたどり，起動する。または，デスクトッ
プ上のアイコンをダブルクリックしてもできます。 

 

５．３ メール情報の設定 

  ここでは，県立学校職員に配布されたメールの設定を例に説明します。しかし，基本的

な方法はほぼ同じですので，参考にしてください。 
 
① 初回起動時に右記画面が

表示されます。Outlook ま
たは OutlookExpress を使
っていた場合はここで選択

するだけで設定やメールを

引き継ぐことができます。 
  使用していない場合は

「設定をインポートしな

い」を選択して「次へ」を

クリックします。ここでは

「設定をインポートしな

い」を選択したものとして

設定をすすめます。 
 
② 下記の画面が表示される

ので「メールアカウント」

を選択し，「次へ」をクリ

ックします。 
 
③ 「あなたの名前」欄にメ

ール送信時の相手に表示さ

れる名前を入れます。 
設定例： 
学校のアドレスの場合 
  辺土名高(postmaster) 等 
個人の場合 
 沖縄太郎 等 
 

④ 「メールアドレス」欄に指定されたメー

ルアドレスを入れます。ここでは，半角英

数で入力します。入力が終わったら，「次

へ」をクリックします。 
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⑤ メールサーバの設定画面に移ります。 
 メール受信サーバの種類は「POP」を選
択します。 

⑥ 県立学校においては，メール受信サーバ

とメール送信サーバの欄にはそれぞれ， 
POP3サーバ pop.noc.open.ed.jp 
SMTPサーバ smtp.noc.open.ed.jp 

を入力します。 
 そのほかの場合は，担当者に問い合わせ

てください。 
 設定が終わったら，「次へ」をクリック

します。 
⑦ 受信ユーザ ID の欄にはメールアドレス
と同じ文字列を入力します。 
送信ユーザ ID については使用しないの
で，空欄のままで結構です。 

⑧ アカウント名の入力画面に移ります。 
  アカウント名には学校名又は個人名等

を入力してください。 
⑨ 設定の確認 
 画面に表示されている項目が正しいか

を確認し，今すぐメッセージをダウンロー

ドのチェックマークをはずして「完了」ボ

タンを押します。 
⑩ 起動すると下記画面が表示されます。今

後メールソフトに Thunderbird だけを使
用する場合は「このダイアログを表示しな

い」にチェックを入れて「はい」ボタンを

押します。 
そうでない場合はそのまま「いいえ」ボタンを押します。（この場合 Thunderbird
を起動するたびにこのメッセージが表示されます。） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑪ パスワード入力が表示されますが，ここでは「キャンセル」ボタンを押します。 
⑫ メニューバーから「ツール」→「アカウント設定」をクリックします。 
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⑬ アカウントの設定画面が表示されるので左側の一覧から「サーバ設定」，右側のチェ

ック項目の「保護された認証（APOP,NTLM，CRAM－MD5）を使用する」の項目に
チェックを入れ「OK」ボタンで画面を閉じます。 

 
 
 

５．４ メールの受信 

  Thunderbird を起動すると，メールを受信するためのパスワードの入力を求められま
す。正しくパスワードを入力し，「OK」ボタンを押すとメールの受信を開始し，メール
が届いている場合「受信トレイ」にメールが取り込まれます。 
「パスワードマネージャーでパスワードを保存する」をチェックすることでパスワード

の入力を次回から省略することもできます。なお，パスワードを知られてしまう可能性が

ありますので，校内で共用しているパソコンでは，Webメール又は後述する nPOPの利用
をお勧めします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

研修や練習で設定する場合には， 
ここにチェックを入れてください。 
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受信トレイをクリックするとメールの一覧と，今選択しているメールの内容を確認する

ことができます。 

 
 

５．５ メールの送信 

Thunderbirdを起動している状態で「作成」のアイコンをクリックします。 

 
 

 
宛先，件名，本文をそれぞれの欄に入力し「送信」アイコンをクリックします。 

 

作成アイコン 

送信アイコン 

件名欄 

宛先欄 

本文欄 

アドレス帳 

添付ファイル 
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５．６ Thunderbird のよく使われるメニュー 

   "受信" ボタンは Thunderbird とメールサーバにつなぎ，新しいメッセージ
を探します。新しいメールが来ていると右下の角にメッセージが表示されま

す。 
"作成" ボタンは新しいウインドウを開きます。このウインドウでメールを書
き，書類を添付し，送信することができます。 
この "アドレス帳" ボタンは，メールアドレスがアドレス帳に登録したメー
ルアドレスを参照することができます。 

 
この "返信" ボタンを押すと受信トレイで選択されているメールを送った相
手のメールアドレスにメールを送付することができます。 

 
“転送ボタン”を押すと新しいウインドウが開きます。このウインドウには

選択されていたメッセージが添付書類として，もしくはインラインで（テキ

ストとして引用された形で）挿入されています。 
この "削除" ボタンは選択されているメッセージを消去します。キーボード
でこの操作を行う場合は "delete" ボタンが同じ役割をします。 

 
 

５．７ 迷惑メールフィルタ 

 電子メールを使い続けていると迷惑メールが届くことがあります。Thunderbird は，
学習型迷惑メールフィルタ機能により，不要な迷惑メールを受信トレイから自動的に取り

除くことができます。迷惑メールを取り除くには次のように設定します。 
     ① メニューバーから［ツール］→［オプシ 

ョン］とクリックします。 
② ［プライバシー］ボタンをクリックしま 
す。 

③ ［迷惑メール］タブをクリックします。 
④ ［迷惑メールであると…］のチェックボ 
 ックスにチェックを入れます。 
⑤ ［ＯＫ］ボタンをクリックします。 
⑥ 迷惑メールが来たら，［迷惑メール］ボタ 
ンをクリックすると，迷惑メールを自動的 
に判断するようになります。 

 
 

５．８ メールで添付ファイルを送信する場合の留意事項 

(1) ファイルのウィルスチェックをする 

  メールで添付ファイルを送信する場合は，必ず送信するファイルのウィルスチェッ
クを行い送信する必要があります。 
  もしも，添付ファイルがウィルスに感染し，そのファイルを送信してしまった場合
は，送信先の個人や場合によっては，ネットワークに接続されている他の学校やコン

ピュータを使用している多くの人に迷惑をかけることもありますので，使用するパソ

コンには，必ずウィルス対策ソフトをインストールしてください。 
 
 
 

ウィルス対策 

 

コンピュータウィ

ルス対策は，一般

的にウィルス対策

ソフトで行いま

す。 

市販されている主

な対策ソフトに

は， 

・Norton AntiVirus 
・ウィルスバスター 

などがあります。 
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＜感染しないようにするには＞ 

   ① 不明なメールに添付されてきたファイルは開かないで削除しましょう。 
   ② 不明なフロッピーディスクを使用しないでください。 

③ インターネットから不明なファイルをダウンロードしないでください。 
④ ウィルス対策ソフトをパソコンにインストールしてください。 
 

(2) 添付ファイルの大きさに注意する 

 添付ファイルは，あまり大きなファイルをメールで送信するとネットワーク回線へ

の負荷や受け取る側へ迷惑をかける場合があるので注意が必要です。 
添付ファイルの容量（バイト）は，接続されているネットワークの回線速度やサー

バ管理により多少違いがありますが，ＩＴ教育センターに接続されている県立学校の

場合は，添付ファイルの容量は４Mバイト以内に制限されています。それ以上の大き
さのファイルは送信できません。どうしても送信する必要がある場合は，ファイルを

分割して送信するか，ファイルを圧縮して送信するようにします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
６ WebMailの利用 
  
  県立学校の職員に配布されているメールアドレスは，メールソフト以外にブラウザから
も使用できるようになっています。これを WebMail と呼んでいます。共有パソコンでも
安心して使用できますが，保存できる要領に制限があるので，不要なメールはこまめに削

除するようにしましょう。 
 WebMailは，IT教育総合案内サイト（http://www.open.ed.jp）から「WebMail」→「教
職員用 Webメール」→「WebMailページ」とたどって，利用することができます。その
際，メールアドレスが name@open.ed.jp の場合は，ログイン名に name，パスワードにメ
ールのパスワードを入力します。 
  また，県立学校教職員メールアドレス検索システムを用いて，メールアドレスを調べる
こともできます。詳しくは，「検索方法」を御利用ください。 

 
 
 
 

コンピュータウィルス 
コンピュータウィルスとは，コンピュータに対してプログラムやファイルを壊
したり，データを消したりするなどの悪さをするプログラムのことです。 
実際の病気さながらに感染し（システムに侵入），潜伏し（一定期間潜む），発
病する（コンピュータへの障害を引き起こす）という動作が自然界のウィルスに
似ていることから，この名前が使われるようになっています。 

ファイルを圧縮する方法（Windows XP
の場合） 
マウスポインタをファイルのアイコ

ンの上に重ね，右クリックして「送る

（N）」→「圧縮（zip形式）フォルダ」
をクリックします。 
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７ 学校で使うネットワーク 
 

校内 LAN においてファイル（データ）や教材を共有したり，プリンタや周辺機器を共
有して利用することにより，教職員が校務を効率的に行えるようになります。 
さらに，ＩＴ教育センターネットワーク（教育用イントラネット）へ接続することで，

ネットワークに接続した教室のコンピュータよりインターネットの情報を収集したり，学

校間で TV会議やメールを用いて児童生徒が交流学習をすること可能になります。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

インターネット 

校内 LAN 

Ａ学校 

・データ 
・教材 
・周辺機器等の共有 
 

インターネットで

情報収集 

教育用イントラネットを利用して安全な学習環境の提供 

IT 教育センター 
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７．１ 校内 LAN を利用して 

 

児童生徒や教職員が校内のどこからでもインターネットに接続でき，情報が収集できる環境

を構築することで，情報化社会を担う児童生徒の情報活用能力を育成し，教師の「魅力ある授

業」や「わかる授業」を展開するための有効な教材や情報収集の場として，ネットワークを活

用することができます。       

また，児童生徒の日々の学習活動の記録や成績，指導記録等を職員で共有するシステム（進

路相談支援システム）やグループウェアで活用することにより校務処理の効率化が図れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．２ 校内 LAN を構築する場合に，特に配慮することとして 

 

インターネットや教材の共有サーバは児童生徒も教師も利用できるようにしながら，児

童生徒側のコンピュータから教師用のコンピュータや校務処理のサーバへの接続が出来な

いようにする設定にしておくことが必要です。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

サーバー

ルータ

プリンタ

サーバー

プリンタ

教師側 生徒側

×

共通領域

 
資料 教材 

 
成績 個人 

データ 

etc． 

etc． 

校務分掌 

成績資料 

スケジュール 

校務処理の効率化 インターネットで情報収集 学習環境の拡大 

 メール 
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８ LAN を構築するには 
 

８．１ コンピュータを接続するための機器 

 
【 LANアダプタ 】 

コンピュータを LAN に接続するために必要な機器で，コンピュータに標準で装備さ
れています。 

 

   
  デスクトップ内蔵型     ＰＣカード型     ノートコンピュータ内蔵型 

 
【 ハブ（HUB） 】 

ネットワークケーブルを集約し接続する機器で，接続するパソコンが増えた場合や，

離れた場所を接続したい場合はハブを複数使って簡単に LAN を拡張することができま
す。 

 

 
    ハブ（10/100M） 
 

【 LANケーブル 】 
 現在多く使われているのはツイストペアケーブルで，ハブに接続できるようにモジュ

ラージャック（RJ－45）が両端についており簡単に抜き差しができるようになっていま
す。最大長は 100ｍで，それよりも長くなる場合はハブを間に入れて延長することがで

きます。 
 
 
 
 
 
 
 

     UTPケーブル                          RJ－45 

 

ハブ（HUB） 
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８．２ ネットワークの接続方法   

 
ネットワークの構成としてインターネットへ接続することを想定して基本的な接続方法

を見てみることにしましょう。 
 

◇ コンピュータをつなぐ（複数台） 

 複数台コンピュータを接続するためには，

集線装置（ハブ）が必要です。ケーブルを

つなぐ口のことをポートと呼びます。５本

のケーブルをつなぐことのできるハブは， 

５つポートを持っていることになります。 
  コンピュータとハブを接続する UTP ケー
ブルは，ストレートケーブルを使います。

ハブのポートが足りなくなったらハブに別

のハブをつないでポートを増やすことがで

きます。ハブ同士の接続の場合には接続す

るポートの位置や切り替えスィッチが準備

されているハブがあるので，ハブの取扱い

説明書を参照してください。 
 
 

 

◇ IPアドレスをつける 

ネットワークに接続されたコンピュー

タが増えるとデータのやりとりをする場

合，どこからきてどこに送りたいデータ

なのかわからなくなります。そこでネッ

トワークに接続するコンピュータに住所

（IPアドレス）をつけます。また，同時
にいくつものデータがネットワーク上を

行き交うためにはいくつかの仕組みやル

ールが必要です。ネットワークを通して

コンピュータ同士が情報をやりとりする

手順をネットワークプロトコルと呼び，

インターネットで標準として用いられて

いるネットワークプロトコルをまとめて

TCP/IP と呼んでいます。ネットワーク
の接続では，ケーブルやハブでコンピュ

ータをつなぎ，TCP/IP の設定を行わな
ければなりません。 
 
 
 
 
 
 
 

ハブ

別のハブへ 

ハブ

 

Aさんから 
Cさんへの 
データ Aさん 

Bさん 

Cさん 

Dさん 
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◇インターネットにつなぐ 

 
 

 異なるネットワークをつなぐときにルータを用います。ルータは LAN同士や LANとイ
ンターネットといった異なるネットワークを相互接続します。流れる情報の宛先（IPアド
レス）を判断して LAN 側に情報を取り込んだり WAN 側（インターネット）に転送した
りします。 

 

８．３ ネットワークの設定 

ネットワークが利用できるようにするためには，Windowsのネットワーク設定を行う必
要があります。Windows2000 以降はプロトコル（通信の方式）に TCP/IP が標準となっ
ており，LANからインターネットの接続が，そのまま利用できるようになります。 

 

 

８．４ (Vista のネットワーク接続の場合) 

 

 

スタートボタンより「ネットワーク」の 

ところを右クリックし，「プロパティ」の箇 

所をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インターネット 

ルータ

ハブ

ハブ ハブ
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 「ネットワークと共有センター」のウ 

ィンドウが開くと，左側の項目から「ネッ 

トワーク接続の管理」をクリックします。 

 

 

 

 

「ローカルエリア接続のプロパティ」 

                              が表示されますので，ダブルクリックで 

開いてください。 

    表示されますので， 

 

 

 

   「ローカルエリア接続の状態」ウィン 

ドウが開くと，動作状況の下にある「プ 

ロパティ」のボタンを押します。 

（「ユーザーアカウント制御」という 

ウィンドウが表示され，「続行するには 

あなたの許可が必要です」というメッ 

セージが出た時には「続行」をクリッ  

クしてください。） 

 

 

 

 

 

 

 

  インターネットプロトコルバージ 

ョン４の箇所を選択することで反転さ 

せたまま，プロパティのボタンを押し 

ます。 

 

クしてください） 
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８．５ IP アドレスの設定（ＸＰの場合） 

 
 
 デスクトップ左下にある「スタ 

ート」アイコンをクリックします。 
 
 「ネットワーク」を右クリックし 
て，「プロパティ」を選択します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 「ネットワークと共有センター」 
                                 ウィンドウが開いたら，画面左側に 

あるメニューから，「ネットワーク 
接続の管理」をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 「LANまたは高速インターネッ 

ト」に，お使いの LANアダプタが 
表示されます。 
 「ローカルエリア接続」を右クリ 
ックし，「プロパティ」を選択しま 
す。 
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                              「ローカルエリア接続のプロパティ」ウ 
                              ィンドウが開くと，その中から「インター 
                              ネットプロトコル バージョン４（TCP/IP 

v４）」を選択し，さらに「プロパティ」 
をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 デフォルトの設定では，それぞれ上の 

ラジオボタンにチェックが入っているは 
ずです。 
 
インターネットプロトコル（TCP/IPv４） 
の設定例（1） 
 家庭用のダイアルアップルータなどを 
使っている場合には IPアドレスを自動的 
に割り振る（DHCP）機能が標準になって 
いる場合がほとんどです。この場合には， 
 ① IPアドレスを自動的に取得する。 
 ② DNSサーバのアドレスを自動的に 
  取得する。  
という設定ですぐに使えるようになりま 
す。 
 

 
インターネットプロトコル（TCP/IPv４） 
の設定例（2） 
 学校などで LANを利用する場合には， 
不正利用の防止などのためにも IPアドレ 
スの管理も必要となってきます。 
（設定例） 
 ① 次の IPアドレスを使う 
IPアドレス      0.1.10.119 
サブネットマスク     255.255.255. 0 
デフォルトゲートウェイ 10.1.10.1 
  ② 次の DNSを使う 
優先 DNSサーバ    10.1.3.114 
代替 DNSサーバ    10.1.3.115 
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 上記を参考に，学校内での LAN活用 
                               の設定を行う際には，ネットワーク管理 
                               者より割り当てられた 

  「IPアドレス」 
  「デフォルトゲートウェイ」 
  「DNS」 
をタブごとに設定していく必要があり 
ます。 

 
 
 
 
 
 
 
                                県立学校ネットワークに接続する場 
                               合，DNSのタブでは， 
                                『noc.open.ed.jp』 
                                                              を追加しましょう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

IP アドレスは，コンピュータごとに違う番号を入力してください。同じ番号があると通
信ができなくなることがあります。 
サブネットマスクは，どれだけの台数を一つのネットワークで管理するかを決めるもので

す。LANの場合には通常 253台まで一つのネットワークで利用できる 255.255.255.0 という
のがよく使われています。 
デフォルトゲートウェイは，LAN から次のネットワークへ接続するときの出入り口とな
ります。通常は LAN内に１カ所だけ指定されます。１番または，254 番を使うことが多い
です。 

DNSサーバは，IPアドレスを直接使うのではなくて，覚えやすいようにドメインネーム
を使えるようにするしくみです。名前解決をするためのデータを持っているサーバに問い合

わせることでLANだけでなくインターネットの特定のサーバまで指定して通信を行うこと
ができるようになります。優先 DNSサーバには校内の DNS サーバのアドレスを設定し，
代替 DNSサーバにはセンターの DNSサーバ（10.1.3.114と 10.1.3.115）を設定します。 

 
 
 
 
 
 



第５章 ネットワークの基礎と運用 

 

８．６ プロキシの設定(Internet Explorer場合) 
 

校内 LAN では，プロキシサーバが起動しています。インターネット接続を行うためには，ブラウ
ザにてプロキシの設定を行ってください。 

 
 

 インターネットエクスプローラを起動 
し，「ツール」をクリックする。 

  
※プロキシの設定が行われていないコン

ピュータの場合には，Web ページに接続
されないメッセージがでます。 

 
 
 
 
 
 

 「ツール」の「インターネットオプショ 
ン」→「接続」とクリックしていきます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                               「LANの設定」をクリックし，次の 
                              画面を表示します。 
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 「LAN にプロキシサーバを使用す

る」にチェックをつけ，「アドレス」に

proxy.noc.open.ed.jp ， 「 ポー ト 」に
8080 と入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 詳細設定をクリックし，HTTP のアド
レス，プロキシポート番号を確認してく

ださい。 

 

 

  「OK」ボタンを押して完了です。 
 

 

 

 

 

 

 

§プロキシサーバとは 

プロキシ（代理）という言葉が示す通り，インターネット上の目的のコンテンツ（ファイルやWebペ

ージ等）をユーザーのコンピュータの代わりに取って来てくれる機能を提供するサーバです。内部

から外部へのアクセスを集中して管理できファイアウォールを合わせて利用することでセキュリティ

を高めることができます。また，代行して取得したデータをキャッシュして利用することでネットワー

クトラフィックの軽減を図ることができます。 

 

プロキシサーバの主な働き 

 

キャッシング ・・・ コンテンツ取得の高速化，サーバ負荷の軽減，トラフィックの軽減  

フィルタリング ・・・ コンテンツへのアクセス制限  

通信経路変更 ・・・ 通信の高速化  

匿名性確保 ・・・ プライバシーの保護，セキュリティの強化，アクセス制限の回避  
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９ ファイル（フォルダ）の共有 
 

ネットワークでファイルの共有を行うことで

他のコンピュータに保存されているファイルを

自分のコンピュータに保存されているように扱

うことができます。 
Windows を使う場合には，フォルダごとやド
ライブ（ハードディスクや CD-ROM等）ごとに
共有の設定を行うことができます。学校内でデー

タを共有したい場合には，サーバマシンを準備し

なくても１台のコンピュータのフォルダを共有

化することで実現できます。 
  
 

         
 
 
 

◇共有フォルダの設定（Vistaの場合） 
Vistaでは，ファイルやフォルダの共有に幾通りもの方法が 

あります。今回は，セキュリティ面の危険性を考え，安全面と 
設定の手軽な方法を載せてみます。 

 
 〔パブリック〕や〔ドキュメント〕を共有フォルダとして 
指定するのではなく，デスクトップに共有フォルダ専用のフ 
ォルダを作成します。 

 
 

                   
 
 
 

作成したフォルダを右クリックし，その中から 
                 「プロパティ」を選んでクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料Ａ 

資料Ａ 
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                   共有タブを選び，「ネットワークのファイルと 

フォルダの共有」という箇所の〔共有〕ボタンを 
押します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
                  

  上の欄に，guestという項目を入れ，下の段の 
                  プルダウンにおいて権限を選択します。 
 
                   その際，〔閲覧者〕〔投稿者〕〔共同所有者〕と 
                  ３つの権限があるが，下に行くにつれ権限が強く 

なります。 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〔終了〕 → 〔閉じる〕で 設定が終了します。 
 

 
 

 
 
 
 
                    設定終了後のデスクトップ上のアイコンです。 
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 共有フォルダの設定が 

終われば，左図のように， 
ネットワークでつながっ 
た他のコンピュータから 
の認識ができます。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

１０ TCP/IP の基礎知識 
  

現在のネットワークでは TCP/IP というプロトコルが広く使われており，Internet は
TCP/IP により実現されている巨大なネットワークであるといえます。また，現在では
Windowsの標準プロトコルも TCP/IPとなっています。 

 

【 IP 】 
IPは Internet Protocolという名前が示すように，多数のネットワークに接続された個々
のコンピュータの間でデータをやり取りするためのプロトコルです。 

IPアドレスという情報を使って，個々のコンピュータやコンピュータが接続されている
ネットワークを識別することができます。 

IP アドレスで識別されるノード間で，データを収めたパケット（IP データグラム）を
やり取りすることができます。このとき，送受信するノードが別のネットワークに接続さ

れていれば，ネットワークを相互に接続するルータという機器が適切に中継を行うことに

なります。 
 

【 IPアドレス 】 
現在広く使われているのは IP バージョン４(IPv4)という 32 ビットのアドレスで約 43
億個の識別ができるようになっています。この 32ビットを８ビットずつ区切って 10 進数

になおしていくと 192.168.0.1 というような表記のしかたができるようになります。 
 

【 サブネットマスク（ネットマスク） 】 
各ノード（コンピュータなど）が接続されている個々のネットワーク（LANセグメント）
を識別する情報と，そのネットワーク上のホストを識別する情報があります。32 ビットの

アドレスを，ビット単位で２つに分類し，一方がネットワークを表すアドレス，残りがホ

ストを表すアドレスと定めています。サブネットマスクは，上位から数えて何ビットまで

をネットワーク部とするかを定めています。下の図では，ネットワーク部（上位 24 ビット）

とホスト部（下位８ビット）に分けられています。255.255.255.0は /24と表記すること
ができますので，IPアドレスとネットマスクをまとめて表記すると 
192.168.0.1/24 と表記することができます。 
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ネ

ネットワークアドレス 
上の例からネットマスクが 24 ビットの場合は 192.168.0.0 というアドレスが，ネッ
トワーク部として 192.168.0を持つネットワーク全体を参照するものとなります。 
 
ブロードキャストアドレス 

ホスト部の全ビットが１になっているアドレスは，そのネットワーク内のブロードキャ

ストに使われます。この宛先を指定した場合は特定のノードに送られるのではなく，その

ネットワークに接続されているすべてのノードが宛先となり，ネットワークに接続されて

いるノードを確認することができるようになります。図の例からすると 192.168.0.255が
ブロードキャストアドレスとなります。 

                 
ＩＰアドレス割り振り例 

 IPアドレスには，ネットワークアドレス（ネットワーク内の最初のアドレス）と，ブロ
ードキャストアドレス（ネットワーク内の最後のアドレス）のようにユーザーが利用でき

ないアドレスや，他のネットワークとの接続に使うゲートウェイ用にも特定のアドレスを

割り振っておく必要があります。以下のようにユーザーが自由に使える IP アドレスの数
は 253 個となります。 
 IPアドレス  用途  

          ０   ネットワークアドレス  
１   ゲートウェイ（デフォルトゲートウェイ） 
２～２５４  ユーザーで利用可能（253個） 
２５５  ブロードキャストアドレス 

 
 

 

 

 

 

１ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ １ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １

１ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ １ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １

１ ９ ２ １ ６ ８ ０ １

１ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

２ ５ ５ ２ ５ ５ ２ ５ ５ ０

（０ ～ ２ ５ ５ ）

I Pア ド レ ス （３ ２ ビ ッ ト ）

８ ビ ッ トず つ 区 切 る

１ ０進 数 に す る

サ ブ ネ ッ トマ ス ク
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１１ ネットワークのトラブル対応 
 

ネットワークのトラブルには機器の故障やソフトウェアの不具合，ネットワークの設定ミスなどがあ

ります。トラブルの場合にはその原因を特定していくことで早い対応ができるようになります。ネット

ワークの障害としては次のようなものが考えられます。 

 

(1) ハードウェアの異常 

  ハブやルータなどが故障や停電によるエラーなど。 

(2) LANケーブルの異常 
  ケーブルの損傷，ハブなどのポートへの接続不良など。 

(3) ネットワークの設定不備 

  IPアドレス，デフォルトゲートウェイ，DNSサーバなどの設定ミスなど。 
(4) アプリケーションの設定不備 

 電子メールやファイル転送など，特定のサーバを指定したり，ユーザーID，パスワ
ードなどの入力項目の設定ミスやプロキシーサーバなどの設定ミスや，プログラムの

バグなど。 

 

１１．１ トラブル解決手順 

Windows にもネットワークの状況を確認するためのネットワークコマンドというのが使えるように
なっています。これらのコマンドは，デスクトップから「スタート」→「すべてのプログラム」→「アクセ

サリ」→「コマンドプロンプト」としてウインドウを開くと使えるようになります。 

基本的なコマンドとして「ipconfig」，「ping」，「nslookup」の３つを利用します。 
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【 ipconfig （コンピュータのネットワーク設定を確認する） 】 
コマンドプロンプトの画面が開いたら，ipconfig と入力しエンターキーを押します。下の図
のように「Ip Adress」「Subnet Mask」「Default Gateway」の設定値を確認できます。    
これが，LAN の設定にあっているかどうかを確認します。違う場合にはネットワークの設定か
ら行ってください。 

  例  C:¥>ipconfig  
 

  下の図のように IP アドレスが表示されネットワーク内のアドレスになっているこ
とを確認します。違うアドレスが表示されたりするときにはネットワークの設定を行

ってください。 

 

 

【 ping（ネットワーク接続確認） 】 
 特定のサーバや機器に対して信号を送って返ってくるかどうかを確認します。これによって，

サーバまでの経路またはサーバの稼働状況を確認することができます。 

 

例 C:¥>ping www.open.ed.jp               ※ここは IP アドレスでも可      
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※送ったパケットがロスしないで返ってくることを確認してください。100％ロスするようでしたら

LANケーブルや機器の不良がないか確認してください。 
ネットワークの確認を行う手順としては， 

① LAN内の通信の確認としてデフォルトゲートウェイまで ping を行います。 
② 次に外部のネットワークまで ping を行います。 
通信ができない（Web などが閲覧できない）という場合に，これらを行うことで経路に問題
がないか確認できます。 

 

 

ここでは紹介しませんが，

「tracert」というコマンドを使
うと途中の経路も表示できま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 nslookup（ドメインネーム情報の確認） 】 
インターネットや LAN ではサーバを特定するときにＩＰアドレスではなくドメインネームを使いま
す。これらは，IP アドレスと１対１対応になっており，覚えやすいドメインで通信をおこなえるように
なっています。 コンピュータの設定でDNSサーバを正確に指定していなければこの機能は使え
ません。ｐｉｎｇなどのコマンドで物理的なネットワークにトラブルが無いのにWebページや電子メー
ルが使えないという場合は，DNSサーバの設定を再度確認してください。 

 

例  C:¥>nslookup 
 Default Server: ns.noc.open.ed.jp 
 Adress: 10.1.3.114 
 

 >www.yahoo.co.jp          ←「>」がでたら www.yahoo.co.jpなどを入力します。 
 Server: ns.open.ed.jp 
 Address: 10.1.3.114 
 
 Non-authoritative answer: 
 Name: www.yahoo.co.jp 

Address:210.81.150.5, 211.14.15.5      
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              例のように，Name と Addressが表示されれば，DNS情報を利用することができています。 
 

 


